
　ほくねんは、地域密着企業として創業56年。2020年12月より、株式会社サイサン
100％子会社のガスワングループの一員となり、新しい経営エッセンスも効果的に取
り入れている。
　同社はお客さま情報・業務・配送管理の管理部、お客さま対応業務の営業部、新規
開拓業務の開発部で構成されている。社内で積極的に部署を横断する人事異動を行
う人財育成方針をとり、全社員が「何でもできる社員」を目指して業務に就いてくれて
いると代表取締役社長の松本丈太郎さんは言う。

株式会社ほくねん

　北海道の地域特性は「一般家庭の約８割が冬の暖房で灯油を使っていること」。北
海道ではガス会社であっても、灯油タンクローリーを走行させて、灯油を運ばないこと
にはお客さまに「暖」を届けられないと松本さんは言う。冬場にお客さまへ「エネル
ギー」を安心に届けるためにも、LPWAを活用し効率的なLPガス配送や検針業務が
日々求められていることから、LPWA機器の設置を優先して始めた。

北海道の地域特性に注目し、見えてきたLPWA通信で効率化できること

（北海道札幌市)
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　そんな中、同社ではLPWAの「残ガス管理機能」が効果的とのこと。オールガスのお
宅では夏と冬の切り替え時期に使用量の差が大きくなるため、同機能がとても効果を
発揮すると代表取締役専務の佐藤芳一さんは言う。
　オールガスのお宅は、炊事、給湯、暖房の全て熱源をLPガスとし、大多数が集合住
宅のお客さまであり、冬に指針が大きく動き、残ガス管理が困難である。LPWAでは毎
日正確なガス使用量を遠隔で把握できるため、全体の３割を占めるガス暖房物件や業
務店の指針を毎日受信し配送予測が正確になることで、お客さまのガス切れを防止で
きるメリットが大きい。
　冬期間は積雪や凍結により渋滞が発生しやすくなり、配送業務や検針業務での移
動時間が大きな負担となっていたが、LPWA通信を導入することによって配送・検針業
務が効率化され、社員の不安も解消でき、社員の労務管理にも役立ったようだ。

オールガス物件にとても効果を発揮する残ガス管理機能



　昨年は訪問がしにくい遠
方や豪雪地帯のお客さまを
中心に設置先を「エリア」で
選定していた。しかし、設置し
ていく中での気づきとして
は、訪問がしにくい遠方の
「エリア」のお客さまの中で
LPWA通信を設定したお客
さまでも、暖房のための灯油
を配送しなければならないこ
ともあることが見えてきた。
「エリア」選定に絞らず、より
効果が出るオールガスなど
の「物件」での選定で今年は進めるようにし、考え方を変えて試しているとのこと。
　また、補助金スケジュール上、どうしても雪国においては交付が決定されてから
LPWAを設置するお客さまを検討及び設置する期間が短くなること、３月には集合住
宅のお客さまの引っ越しなどの懸念もあることは頭に入れておいた方が良い。最後
に、北海道は「地面に根付く雪」と書いて「根雪」が毎年１２月１０日頃から町を覆ってし
まう。なかなか根雪の時期までのLPWA機器設置完了は難しいが、「設置工事会社など
の関係者間で連携を取りながらスムーズに進めることをお勧めします」と運営管理責
任者である管理部部長の矢野誓志さんのアドバイスがあった。

補助金申請を通しての気づき、そして申請予定事業者へのアドバイス
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


